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一1． ．lf−sw −esi

　 日 本 の 国際化 の 進展や 産業 の 空 洞化 に よ り，高専卒業生 が海外 勤務技術 者 と して 海外 に 赴 く機会

は ，今後ます ます 増加すると予想され る．し た が っ て 、英語の 指導 目標，指導 内容 もま た 時代の 要

講 や社会 の 背景 か ら変 わ らなければな らな い．つ まり，近年の 高専英語科教育 の使命の 一
っ は、国

際社 会 で 英 語を手段 と して 活躍で きる技 術者を英語運 用能力 の 側面か らも養成 す る こ とで あ ろう．

　英 語 で 意志 伝達 する た め に は ，聞 く力 す な わ ち相手 の 意 向な ど を聞 き取 る 能 力 の 習 得 が 不 可欠 で

あ るが ，多 くの 学 生は 聞き取 りに 苦労 して い る の が 実状で ある．英語を聞き取 れな い 理 由の一
つ と

して ，音声 的 に は，と りわ け英語母語 話者 がナ チ ュ ラ ル ・ス ピー
ドで話す 英語 音声 と，私 達が 英語

科教育 の 現 場や 日 本の 言語環境の 中で 実際に接する 英語音声は 、異質な もの で あ る こ とか挙 けられ

る ．音声変化 理 解の た め に ．音韻論的要素 を知 識と し て習得させ，そ の 知 識を活用 し聴解訓 練 をさ

せ る こ とや ，音 声変化 の音声残像を ど の よ うに 定着 させるか は 、聞き取 りの 成否に 関わ る 重要 な指

導要素で あ る． した が っ て，音韻論的知識の指導と音声残像定着化の た め の 音声の 暗記 に つ い て の

効 果 と有効 性を 探 る こ とは t リス ニ ン グ能力 の 強化 を 圏る上で 重要 か つ 必 要な研 究 対象 に な る と思

わ れ る，

w w

　　 2 ． 1音声 変化 　 　談話 に お ける英 語 は，日 本 の 英 語科 教育 に 大 きな影 響を与 え た Fries（1945 ）

の 指摘に もあるよ うに ，切れ 目の ない 連続体 （the　 strearn 　of 　 speech ）で あ る．談 話 の 中 で の 音声 は文字

に示 された よ うな 音形で は 決 して 現 れな い ．こ の 点 に 関 して T 島岡 ・佐 藤（1987 ）は 「伝達 の 手が か り

は 単音 の 連続で あ るが ，単音を
一

つ
一

つ は っ き り言 う必要は な く，ある時は 省略 し た り，ある時は

隣接音 と影 響 し合 っ て 一定の 流暢 さ（fluency）を保 っ て 伝達 活動がな され る 」と して い る．また 島岡

（1994 ）は 「実際の 談話 の流れに お い て は，母音や子 音の脱落現象，弱形 へ の 変化．同化現象に よ る音

声 変化 な どさまざまな 音形が 現 れる．綴 り字か ら予測 され る発音と実際は 随分 とか け離 れ て い る こ

とが多 く、 EFL 学習 者を悩ませ る わ け で ある」 と述 べ て い る．こ の よ う に，授業 の 中で 教師か ら

口 頭提示され る英語や 英語学習 テ
ープ教材 は，注意 深 くは っ き りと発音 され，速度 もか な り遅 く設

定 されて い るた め ， 発音指導に は有益 で あ るが 聴解指導に は適 さな い ．一
方，談話の 中 で の英 語音

声 は，話 し手が 発声法よ りも伝達を重 視す るため音声変化 が生 じ， 印刷物に 書かれて あ る言葉が理

解 で きて も音声か ら は 理 解で き な い 状 況 が起 こ る． し たが っ て ．EFL 学 習者 は，読 め て も聞 き取

れ な い ，話せな い と い うこ とに な る．

　　 2 ． 2 トラ ン ス ク リプ トの 利用　 　多 くの EFL 学習者が 今ま で に 習得 して きた 英語 は ，速

度 が遅 くは っ き りと発音される ため ，そ の 音声そ の もの が，音声変化聞き取 りの障害に な っ て い る

と も考 え られ る ， した が っ て ， EFL 学習 者は これ ま で に 学習 して きた 英語音声と 音声変 化 の 含ま
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れ る英 語音 声の 差異 を理解 しな ければ な らな い ．こ の 際 　トラ ン ス ク リ プ トを対照 させ なが ら英語

の 音声 と綴 りの 関係や英語特有の音声 変化 を学ぶ方法 は，た だ 単に 英語 の 音声 だけを頼 りに聞き取

る場合と比 較 して よ り大きな期待が で き、さらに 学習者 の 心理 的負担 の 軽減 に 有益 で あろ う「

　　 2 ． 3 音声 の 暗記 　　英語を 聞き取 るた め に は ，まず最初に 音声を認知 し，そ の音声残像を確

実 に 記憶 に 留め る必 要があ る．Pa  er（1964）は発 話に おける 言語 の 単位 と暗記 に つ い て 次の よ うに 主

張 し て い る ．

”
　・whatevel 　theunit 　ma ）

’be，　longor　short ，　 simpIe 　orcomplex ，　one 　thing　is　clear ／ each 　unit

has　either　been　m 師 oriZed 　by　the　user 　in盆egraliyas 　it　stands 　or　else　is　ccmposed 　by 重he　user

from　smaUer 　and 　previous】｝
．
　memQr 皀ed 　un 註s

冒’

　発 話は 言語の長短，繁簡に かか わ らず音声の暗記 に よ り可能 となる、発話 が 可能 で あれ ば，当然

そ の 前 撮条件 とな る聴解に つ い て も同 じこ とが 言え そ うで ある ．音声 の 暗 記は 日本の 外国語 学習環

境の 中で 英 語音声を定着 さ せ るた めの 確 実な学習方法 の
一

つ で あるよ うに思われる．

．3− Ililtkg

　筆者 が担当 した ｝年工業化 学科 39 名，電気工 学科 41 名， 2 年機械工 学科 36 名 ，制御情報 工

学科 38 名，計 154 名に 対 し て ，平成7 年 10 月か ら平 成 8 年 2 月 まで の 5 カ月間音 声変化 に 焦

点 をあ て た リス ニ ン グ指導を週 1時 間 実施 し た ，そ の 後，平成 8 年 4 月．本校 学生 の リス ニ ン グ能

力 に っ い て の 実態調査 の ため 1 学年か ら 3 学年 まで の 全 12 ク ラ ス 485 名 を 対象 に リ ス ニ ン グ 能

力の 測定 を試 みた ，測定 の ため の テ ス トは財団 法人 日本英語検定協会平 成 7年度実 用英 語技能 検定

試験準 2級 ， 1995 − 1 を使用 した．結果は表 1及び表 2 の 通 りで ある．

表 1　 学科学年別得 点表 （全 20 問，各 1 点）

表 2　男女別受験者数 と平均点

機械工 学科 電気 工 掌科 制御情報工 学科 工 業 化 学 科

男 45 人　 8 ．0037 人　 7 ．7635 人 　 8，2021 人　 7 ．19
1 年

女 3 人　 8 ，006 人　 9 ，3320 人　 9 ．05

2 年
男 41 人　 7 ．9342 人　翫 5 鶏 23 人　 7 ．1728 人　 7 ．57
女 2 人　 7．50

』
玉人　3： 蝨愈 17 人　 8 ，6510 人　 8 、20

3 年
男 33 人　 8 ．0944 人　 ？，3636 人　8 。6 ？ 22 人　 7 ．95

女 3 人　？．昏717 人　 8．53

上 記 実態調 査 の 結果 か ら、次 の 3 点 が 明 らか に な っ た、
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12

3，

リス ニ ン グ能 力 に つ い て は、学科 ・学年に 関係な くほとん ど能力差 は 認 め ら れ な い ．

女子の 被験者数が 5 人以上 の クラス で は、す べ て の ク ラ ス で女子 の 平 均点が 男子 の それを

上回 っ て お り，男女 間 に お ける リス ニ ン グ能力の 有意差が認 め られた．

5カ月 間 の リ ス ニ ン グ指導で は ，十分な実 験 の 有意牲は認 め られな か っ たか 、電気 工学科

2 年と制御 情報 工 学科 3年 が共 に 8 ． 58 点を獲得 し，しか も女子 の在籍 数が そ れ ぞれ

i 名と 3名 で あ る こ とを考慮すれば，こ の 形態 で の リス ニ ン グ授業 の 有効性 と こ れ か ら

の 実験 の 意義の 確認 が で き た よ う に 思 わ れ る、

m a

関係理論の 考察，及 び リス ニ ン グ能力の 実態調査 の 結果 か ら，次 の 仮説 を設定 した ，

仮説 1． 聖」ス ニ ン グ能 力は音声変化を認知させ，音声残 豫 を定着 させ る こ と に よ り向上する ．

仮説 2 ． トラ ン ス ク リプ トの 利 用 は 音声変化 の 理解 促進 に，音 声の 暗記 は音 声残像 定着化 に 有効

　　 　　 で あ る．

m a
　実 験 の 対象 は，前述 の 旭 ）ti工業 高等 専 門学校 1学年か ら 3学年ま で の 12 クラ ス 485 名 であ る．

そ の うち の 第 1 学 年機械工 学科 45 名，制御情 報 工 学科 41 名 と第 2学年電気工 学科 43 名，工業

化学科 41 名の 計 170 名 を実 験群 と し，残 り 315 名を統制 群 と した ，実験 群 に は 平成 8 年 4 月

か ら平 成 9 年 1 月 ま で の 10 カ 月間 、 トラ ン ス ク リプ トを使用 させ ，音 声変化 の 理解 と音声 の 暗記

に 焦点 を当 て た リス ニ ン グ指導を行 っ た． リス ニ ン グ能力の 測 定 は 平成 9 年 1 月財 団法 人 日本 英語

検 定 協会平成 7 年 度実用英 語技 能検 定 試験準 2 級， 1995 − 2 を 使用 し実 施 した．実 験 の 有 効性

に つ い て は ，実験 群と統制 群 の 成績 比 較及 び ，平成 8 年4 月実 施 の テ ス ト との 成績 の 推 移 比 較 か ら

検証 した．

−6．，s ．SPtlilt
　Richards（1983 ）はpropositionを認識す る ため の 知 識 と して，目標言語 の統語的知識と背景知 識を挙

げ，分節が 困難な箇所 は理解 もまた 困難で ある として い る．した が っ て ，実験 の授業携 成 は（1）プリ ・

リス ニ ン グとして の 背景説明 と聴 解穴 埋 め 問題，（2）トラ ン ス ク リプ ト利用 時の 音声変化や 分節区分

の 記 号書 き込 み と B 本語 訳 の 口 頭 提示，（3）ポ ス ト・リス ニ ン グ と して の シ ャ ドウ イ ン グ練 習の 三 部

構成 と した ．ポ ス ト ・リス ニ ン グ時 に ，シ ャ ドウ イ ン グを行 わせ る こ とは．学生 の 音 声残 像 の 確認

予測力 の 促 進 に 効果 が あり，ポ ス ト ・リス ニ ン グの 成 果 が あか っ た ように 思われ る．音 声 の 暗記 に

つ い て は，授業 の 最初 に前時の トラ ン ス ク リプ トに つ い て 聴解 テ ス トを実 施す る こ とに よ り，学 生

は 家庭で もテ ープを聴 く動機付 けが で き， トラ ン ス ク リプ トの 音声 を暗記 して くる よ う に な っ た．

聴解テ ス ト後の 音 声残像や トラ ン ス ク リプ トの 意 味 内容 が 記 憶 に残 っ て い る 状態 で の リス ニ ン グで

は，学生 は音声の 速度を遅 く感 じる等の 効果が見 られ た．

w w
　実験 の 結果 は 下記 表 3 の 通 りで あ る．実験群，統制群を問わ ず．す べ て の学科 ・学年に お い て 2

回 目の テ ス トで ，成績の 向上が 見 られ た．また ，総 じて学科 ・学年間の リ スニ ン グ能力の 有意差は

認 め られ な か っ た ． した が っ て ，リ ス ニ ン グ指導 だ け が 特に リ ス ニ ン グ能 力 の 向上 に 貢 献 し た と
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は 考え に くい ， しか し、実験 群 は学年 別 で 見る と，統制群 に 比 して 高得 点 を獲 得 し， 2 年 生 の 実験

群 2 ク ラ ス に つ い て は有意 差が確 認 で きた ように 思われ る．

表 3 　得点 の 比較 とそ の 推 移

1年生 機槭 工 学科 電気工 学科 制御情報工 学科 工 業化学科

1 回 目 8，0 7 ，8 8，4 8 ．　 1

2 回 目 ユ 2．2 11 ，5 王 2 ．9 11 ．3

2年生 機械 工 学科 電気 工 学科 制御情報 工学科 工 業化学科

1 回 目 7 ，　 9 8 、6 7 ，8 7 ．7

2 回 目 11 ，6 13 ，4 12 ．6 13 ．圭

3 年生 機槭 工 学科 電気工 学科 制御情報工 学科 工 業化 学科

1回 目 8．　 1 7 ，4 8，6 8 ．2

2回 目 12 ．　 1 10 ．9 12 ．O 12 ．　 1

表 4　 日　 案
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